


















要約:平成 7 年度の SIDS の文献調査を行った。1994 年一 1995 年のインデックスメデイッ

クスおよび医学中央雑誌に掲載された SIDS 関連文献、英文 144 件、日本語 32 件の計 176

件についてテーマごとにその内容を分析した。今年度の文献レビューでいくつかのテーマ

となった点は、(1)SIDS の発生頻度が育児環境と極めて重要な関係があることが明らかと

なり、その啓蒙によって発生頻度が大幅に減少していること。(2)SIDS の原因が脳幹部の

異常に伴う覚醒反応の遅れと考えるようになったこと。(3)それにも関わらず、センセー

ショナルにマットレスからの毒性物質のアンテイモニーの関与などが、未だ取り上げられ

ていること等が挙げられよう。


